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斑状菌は、 Churchill (1931) 、 Smith ， Lanz & Smith (1931) らによって、それが飲料水中に含まれ
ている多量のフッ素によって惹起されるエナメル質形成不全の一つであることが立証され、また一方、

















であった。石灰化不全線は、 200ppmF 投与群では、エナメル質全幅で 2~数本みられ、萌出エナメル
















のう胞がみられ、 50ppmF 投与群においても、それらの変化のみられるものもあったO また、電顕的
には、 200ppmF投与群で、細胞の遠心部に多数の空胞形成がみられ、細胞の障害程度は、成熟期の方
が基質形成期より強かった。
なお、ラット切歯にみられるエナメル質完成期の色素形成ならびにエナメル質への沈着も、フッ素
によって強く障害されていたが、本実験における lOppmF 投与群では、上記のごときエナメル質およ
びエナメル質形成細胞に著変はみられなかった。
以上を要約すると、フッ素はエナメル基質を分泌する基質形成期のエナメル質形成細胞ばかりでな
く、成熟期のエナメル質形成細胞を障害して、エナメル質の二次石灰化の不全を招来するが、基質の
水分、および有機質の脱却に関与する成熟期の障害が強く、この事実から、ヒトのフッ素による斑状
歯は、基質形成異常というよりも、むしろ、エナメル質基質の成熟化の異常に伴う二次石灰化不全と
考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は、斑状歯の成り立ち方を究めるために慢性フッ素中毒症に関する実験的研究を行ったもの
で、従来ほとんどみられなかったエナメル質石灰化不全の様相ならびにエナメル質形成細胞の超微形
態学的変化について重要な知見を得たものとして価値ある業績であると認める。
よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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